
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ゲ
ー
ト
前
の
監
視
活
動
続
く 

車
両
は
連
日
１
３
０
台
ほ
ど
基
地
内
へ 

辺
野
古
ゲ
ー
ト
前
で
は
抗
議
活
動
を
自
粛
し
、

少
人
数
で
監
視
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
１
６
日

は
、
県
統
一
連
・
瀬
長
和
男
事
務
局
長
な
ど
２
０

人
が
監
視
し
ま
し
た
。
沖
縄
県
議
会
が
前
日
の
臨 

時
会
で
沖
縄
戦
没
者
の
遺 

骨
な
ど
が
混
入
し
た
土
砂 

を
埋
め
立
て
に
使
用
し
な 

い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書 

を
全
会
一
致
で
可
決
し
た 

こ
と
を
受
け
、
瀬
長
氏
は 

「
よ
か
っ
た
で
す
。
デ
ニ 

ー
知
事
が
防
衛
局
の
設
計 

変
更
申
請
を
不
承
認
と
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
と
へ
の
追
い
風
に
な
る 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
思
い
ま
す
」
と
語
り
ま 

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
工 

事
車
両
は
連
日
１
３
０
台 

ほ
ど
が
基
地
内
に
入
っ
て 

い
ま
す
。 

写
真=

基
地
内
に
入
る
車 

両
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
瀬
長 

氏
（
左
端
）
ら 

本 
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テルヤ候補の出発式 オール沖縄が勢ぞろい 
 

 

県議会の「全会一致で意見書可決」を歓迎 

う
る
ま
市
長
選
挙
が
１
８
日
告
示
さ
れ
、「
オ

ー
ル
沖
縄
」
勢
力
が
推
薦
す
る
テ
ル
ヤ
寛
之
候

補
が
同
市
内
で
出
発
式
を
行
い
ま
し
た
。 

テ
ル
ヤ
寛
之
候
補
は
「
市
政
の
主
人
公
は
市

民
だ
。
市
民
の
声
を
聴
い
て
市
政
を
刷
新
す
る
。

コ
ロ
ナ
対
策
で
は
玉
城
県
政
と
協
力
し
て
事
業

者
と
市
民
を
守
っ
て
い
く
」
と
力
強
く
決
意
を

表
明
し
ま
し
た
。
玉
城
デ
ニ
ー
知
事
が
「
テ
ル

ヤ
候
補
の
勝
利
で
新
時
代
沖
縄
と
共
に
新
時
代

う
る
ま
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
」
と
応
援
演
説
し

ま
し
た
。
出
発
式
に
は
赤
嶺
政
賢
衆
院
議
員
な

ど
県
選
出
の
国
会
議
員
５
人
全
員
、
衆
院
選
予

定
候
補
、
瑞
慶
覧
朝
敏
南
城
市
長
、
野
国
昌
春

北
谷
町
長
、
県
市
町
村
議
員
な
ど
「
オ
ー
ル
沖

縄
」
が
勢
ぞ
ろ
い
。
２
５
日
の
投
票
日
ま
で
全

力
で
奮
闘
し
、
必
勝
を
誓
い
あ
い
ま
し
た
。
市

長
選
は
中
村
正
人
候
補
（
前
市
議
・
自
公
な
ど

推
薦
）
と
の
一
騎
打
ち
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

市
民
が
主
人
公
の
「
新
時
代
う
る
ま
」
実
現
を
！ 

 

 

辺野古埋め立ての現状と課題 
ヘリ基地反対協が学習会 

ヘリ基地反対協は 16 日、名護市内で「辺野古埋め立て
の現状と課題」と題して学習会を開催、40人余が参加。
講師の北上田毅氏（平和市民連=写真）は、辺野古側だけ
でも埋め立て完了までまだ数年かかる。今後、国の設計
変更申請を県は連休明けに不承認とする予定であり、美
謝川切り替え問題、南部の遺骨混じりの土砂調達問題な
どもあり「たたかいはこれからが重要」と話しました。 

デニー知事 採掘業者に「遺骨採取しないこと」求める 
 

人
道
上
、
土
砂
使
用
を
認
め
な
い 

玉
城
デ
ニ
ー
知
事
は
１
６
日
、
糸
満
市
米

須
の
鉱
山
開
発
計
画
を
巡
り
、
業
者
の
採
掘

許
可
に
対
し
、
自
然
公
園
法
に
基
づ
き
風
景

を
保
護
す
る
た
め
の
必
要
な
措
置
を
命
令
す

る
と
発
表
し
ま
し
た
。
知
事
は
遺
骨
を
含
む

土
砂
の
使
用
に
関
し
「
辺
野
古
埋
め
立
て
で

も
宅
地
造
成
で
も
人
道
的
な
観
点
か
ら
認
め

ら
れ
な
い
」
と
指
摘
、
業
者
か
ら
の
弁
明
内

容
を
精
査
し
た
上
で
、
措
置
命
令
の
内
容
を

さ
ら
に
協
議
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
遺
骨
収

集
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
「
ガ
マ
フ
ヤ
ー
」
代
表
の

具
志
堅
隆
松
さ
ん
な
ど
が
求
め
て
い
た
開
発

の
禁
止
命
令
ま
で
踏
み
込
ま
な
か
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
デ
ニ
ー
知
事
は
、「
法
制
上
の
問
題

が
あ
る
」
と
説
明
し
ま
し
た
。 

根
源
の
新
基
地
計
画
を
止
め
よ 

１
７
日
付
け
の
琉
球
新
報
は
社
説
で
「
根

源
で
あ
る
埋
め
立
て
を
止
め
よ
」
と
見
出
し

を
立
て
、「
遺
骨
が
眠
る
で
あ
ろ
う
土
砂
を
戦

争
に
つ
な
が
る
基
地
建
設
に
使
わ
せ
な
い
た

め
に
は
法
律
の
壁
が
あ
る
。
必
要
な
の
は
政

府
の
決
断
だ
。
す
な
わ
ち
辺
野
古
新
基
地
建

設
断
念
で
あ
る
」
と
主
張
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
は
同
日
付
け
の
「
視

点
」
で
「
今
回
の
問
題
は
本
来
、（
遺
骨
収
集

に
）
積
極
的
に
向
き
合
う
べ
き
国
の
戦
後
処

理
へ
の
不
誠
実
な
対
応
が
招
い
た
と
も
言
え

る
」
と
「
痛
み
の
連
鎖
は
国
の
責
任
で
断
ち

切
る
べ
き
だ
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

テルヤ寛之候補  玉城デニー知事（左）とテルヤ氏  上は「オール沖縄」が勢ぞろいし「頑張ろう三唱」。下は大勢の支援者 

「採掘業者に措置命令」と報じた
沖縄タイムスと琉球新報 

東
恩
納
と
豊
島
氏
も 

共
同
代
表
に
選
出 

ヘ
リ
基
地
反
対
協
議
会
は

先
ご
ろ
開
催
し
た
幹
事
会

で
共
同
代
表
と
し
て
安
次

富
浩
氏
に
加
え
、
新
た
に
東

恩
納
琢
磨
氏
（
名
護
市
議
）

と
豊
島
晃
司
氏
（
医
療
生

協
）
を
選
出
し
ま
し
た
。 


